　別表第１の２（指導要綱第２７条の２第２項）

	温泉飲用施設指導基準

	（１）源泉

飲泉に供する温泉源が、汚水、雨水、表流水、浅層地下水及び油脂類等（以下汚水等という）により汚染されないものであること。

（２）中継槽、貯湯槽

ア　原則、地上式とし、通気孔、溢流孔、ドレン抜き等が設けられていること。

イ　通気管、溢流管の管端部には、防虫網を設けること。

ウ　汚水等が侵入しない構造で、かつ内部の清掃及び点検が容易であること。

エ　温泉が停留しない構造であること。

（３）送（引）湯管

ア　送（引）湯管は、常に管内圧を一定圧力以上に保ち、地中埋設部分においては、継手部分等から汚水等が侵入しないものであること。

なお、管内圧が外圧より高い圧力が保持でない場合には、地上配管とすること。

（４）飲泉場所及び飲泉口

ア　飲泉場所は、浴室外に設置すること。
イ　飲泉口は、床面から８０ｃｍ以上の高さとすること。

ウ　飲用口であることの旨が明示されていること。

エ　温泉飲用許容量、その他飲用上の注意事項が掲示されていること。


